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(57)【要約】
【課題】季節に対応した照明を得ることのできる照明装
置を提供する。
【解決手段】昼の長さが一定の時間よりも長い夏や、夜
の長さが一定の時間よりも長い冬等の季節に応じて、色
が異なる複数個の光源１５Ｒ，１５Ｇ，１５Ｂの出力を
調整して照明光の色を変えるので、季節感のある照明を
得ることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　色が異なる複数個の光源を有し、
　昼と夜の長さに応じて前記複数個の光源の出力を調整することにより照明光の色を変え
ることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　昼の長さが長い季節には、前記照明光の色を寒色系に調整し、
　夜の長さが長い季節には、前記照明光の色を暖色系に調整することを特徴とする請求項
１記載の照明装置。
【請求項３】
　前記季節の判定は、一定期間にわたって複数回前記昼の長さまたは前記夜の長さを検知
し、検知した昼または夜の長さが所定の長さを一定回数上回ったときまたは下回ったとき
に判定を行うことを特徴とする請求項２記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明光の色を変えることができる照明装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、複数色の光源を調整して照明光の色を変える照明装置が提案されている（例
えば特許文献１参照）。
【０００３】
　図５に示すように、特許文献１に記載の照明装置１００では、任意の照明色や明るさで
照明できる照明灯１０１Ａ～１０１Ｎ、装置周辺の環境パラメータの変化に基づいてこれ
ら照明灯１０１Ａ～１０１Ｎの照明を制御する制御ユニット１０２およびこの制御ユニッ
ト１０２用の電源や照明灯１０１Ａ～１０１Ｎ用の電源を供給する電源供給ユニット１０
３を有している。各照明灯１０１Ａ～１０１Ｎは電源供給ユニット１０３に対して給電線
１０４により並列に接続されている。
【０００４】
　各照明灯１０１Ａ～１０１Ｎにおける照明部１０５は、互いに異なる複数の発光色の光
源１０６を有しており、制御ユニット１０２から信号線１０７を介して送信された点灯デ
ータに基づいて、駆動部１０８が点灯制御する。また、各照明灯１０１Ａ～１０１Ｎは、
電源供給ユニット１０３から給電線１０４を介して供給された電源を各回路に供給する電
源部１０９を有している。
【０００５】
　また、制御ユニット１０２には、照明装置１００の設置場所における環境パラメータを
検出する環境センサ部１１０、環境センサ部１１０で検出された環境パラメータの変化に
基づいて適切な照明を判定する判定部１１１、判定部１１１で判定された適切な照明を行
うための点灯データを信号線１０７を介して各照明灯１０１Ａ～１０１Ｎへ出力する出力
部１１２を有している。これにより、環境パラメータに応じた照明を行っている。
【特許文献１】特開２００１－１２６５０８号公報（第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、季節の移り変わりに従って、照明光の色を変化させて、例えば、夏は涼しい
色の光を発し、冬は暖かい色の光を発することにより、季節に応じた照明を行うのが望ま
しい。しかしながら、周囲の明るさで判定すると、天候に左右されて、必ずしも季節に対
応した照明とならない場合があるという問題があった。
【０００７】
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、季節に対応した照明を得るこ
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とのできる照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の照明装置は、色が異なる複数個の光源を有し、昼と夜の長さに応じて前記複数
個の光源の出力を調整することにより照明光の色を変える構成を有している。
【０００９】
　この構成により、昼の長さが一定の時間よりも長い夏や、夜の長さが一定の時間よりも
長い冬等の季節に応じて、色が異なる複数個の光源の出力を調整して照明光の色を決定す
るので、季節感のある照明を得ることができる。
【００１０】
　また、本発明の照明装置は、昼の長さが長い季節には、前記照明光の色を寒色系に調整
し、夜の長さが長い季節には、前記照明光の色を暖色系に調整する構成を有している。
【００１１】
　この構成により、昼の長さが一定の時間よりも長い夏には寒色系の色となるように照明
光の色を調整し、夜の長さが一定の時間よりも長い冬には暖色系の色となるように調整す
るので、夏は涼しく感じ、冬は暖かく感じる照明を与えることができる。
【００１２】
　さらに、本発明の照明装置は、前記季節の判定は、一定期間にわたって複数回前記昼の
長さまたは前記夜の長さを検知し、検知した昼または夜の長さが所定の長さを一定回数上
回ったときまたは下回ったときに判定を行う構成を有している。
【００１３】
　この構成により、昼の長さや夜の長さから夏や冬等の季節を判定する際に、一定期間に
わたって複数回計測して判定するので、気候に左右されずに、正確な季節を把握すること
ができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、昼の長さが一定の時間よりも長い夏や、夜の長さが一定の時間よりも長い冬
等の季節に応じて、色が異なる複数個の光源の出力を調整して照明光の色を決定するので
、季節感のある照明を得ることができるという効果を有する照明装置を提供することがで
きるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態の照明装置について、図面を用いて説明する。
　図１は本発明の実施形態にかかる照明装置を示す斜視図、図２は季節に応じた照明光の
色を示すタイムチャート、図３は季節の判定を行う基準を示すグラフ、図４は照明光の色
を変えるタイミングを示すタイムチャートである。
【００１６】
　図１に示すように、本発明にかかる照明器具１０は、例えば、玄関の壁１１等の屋外に
取り付けられて使用される。照明器具１０は、例えば有底円筒形状をした器具本体１２の
外側に、周囲の明るさを検知する明るさセンサ１４が設けられている。器具本体１２の内
部には、複数の光源１５として照明光の色が異なる赤色ＬＥＤ１５Ｒ、緑色ＬＥＤ１５Ｇ
、青色ＬＥＤ１５Ｂの３個の色光源が交換可能に取り付けられている。また、照明器具１
０全体を制御する制御部１３が設けられており、制御部１３には、カレンダー機能を有す
るタイマ（図示省略）が設けられている。また、器具本体１２の前面には、カバー１６が
着脱可能に設けられている。
【００１７】
　従って、制御部１３の制御によって、３個の色光源である赤色ＬＥＤ１５Ｒ、緑色ＬＥ
Ｄ１５Ｇ、青色ＬＥＤ１５Ｂの出力（明るさ）を調整することにより、照明器具１０とし
て発する照明光の色を任意の色に設定することができる。
【００１８】
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　季節に対応した照明光の色としては、例えば、図２に示すように、一年間のうち、夏～
冬の半年は寒色系の青白い色とし、冬～夏の半年は暖色系のオレンジ色とすることができ
る。あるいは、春と夏との境界の時期および秋と冬との境界の時期に、照明光の色を変え
るようにすることもできる。
【００１９】
　また、季節を判定するには、例えば、図３に示すように、１日ごとに一定時間（例えば
、１時間）おきに明るさセンサ１４によって周囲の明るさを検知し、所定の明るさよりも
明るい昼間であると検知された回数から、昼の長さを求める。そして、昼の長さが、例え
ば、１３時間以上の場合を夏とし、１１～１３の場合を春または秋とし、１１時間以下の
場合を冬と判定することができる。
【００２０】
　季節に応じて照明光の色を変える際には、図４に示すように、予め検知されて記憶され
ている一定期間（例えば、２週間）の季節の判定を用い、最終日の照明の色を、遡った２
週間のうちの半数以上を占める季節に対応した色とする。図４においては、期間Ａの２週
間では、春と判定された日が７日であり半分（７／１４）であるため、最終日Ｄ１におけ
る照明光の色は変えず、春に適した暖色系のオレンジ色とする。また、図４中期間Ｂの２
週間においては、春と判定された日が６日、夏と判定された日が８日であり、夏と判定さ
れた日が半分以上（８／１４）となるので、その最終日Ｄ２に照明光の色を変えて、夏に
適した寒色系の青白い色とする。
【００２１】
　以上、説明した本発明にかかる照明器具１０によれば、昼の長さが一定の時間よりも長
い夏や、夜の長さが一定の時間よりも長い冬等の季節に応じて、色が異なる複数個の光源
１５Ｒ，１５Ｇ，１５Ｂの出力を調整して照明光の色を変えるので、季節感のある照明を
得ることができる。
【００２２】
　また、昼の長さが一定の時間よりも長い夏には寒色系の色となるように照明光の色を調
整し、夜の長さが一定の時間よりも長い冬には暖色系の色となるように調整したので、夏
は涼しく感じ、冬は暖かく感じる照明を与えることができる。
【００２３】
　さらに、昼の長さや夜の長さから夏や冬等の季節を判定する際に、一定期間遡って記録
されている昼あるいは夜の長さに基づいて判定するので、その日の気候に左右されずに、
正確な季節を把握することができる。
【００２４】
　なお、本発明の照明装置は、前述した実施形態に限定されるものでなく、適宜な変形，
改良等が可能である。
　例えば、前述した実施形態においては、寒色系として青白い色を採用し、暖色系として
オレンジ色を採用したが、これに限るものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施形態にかかる照明装置を示す斜視図
【図２】季節に応じた照明光の色を示すタイムチャート
【図３】季節の判定を行う基準を示すグラフ
【図４】照明光の色を変えるタイミングを示すタイムチャート
【図５】従来の照明装置の構成を示すブロック図
【符号の説明】
【００２６】
　１０　照明装置
　１５Ｒ　赤色ＬＥＤ（光源）
　１５Ｇ　緑色ＬＥＤ（光源）
　１５Ｂ　青色ＬＥＤ（光源）
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